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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・6/27症例検討会があり、医療保護入院検討を行います。北病棟では小比類巻　昇様、中野渡　鉄男様が対象となっています。担当の方は資料作成し入力して下さい。

・カルテの経過記録両方に穴があいているものを使用し、記録を書いた方は書き直しお願いします。

・江刺家I.O.Oより病棟日誌の役職者サイン欄が以前の病棟主任等に戻り印刷されている為、統一するようにと指摘がありました。日誌シートの作成は庶務で行っていますが、準夜帯で日誌を印刷する際にはきちんと確認するようにしてください。

・面会が疎遠となっている患者様のリストアップの担当者を各病棟で決めています。企画検討し進めるよう指導お願いします。

東病棟：太田　裕子

西病棟：佐々木　弘子

南病棟：小向　由紀・鈴木　幸雄

北病棟：沢田　静子・滝田　ヒロ子

・退院前訪問指導・他院からの受け入れ審査判定チーム立ち上げに関する稟議書の決裁がおりています。退院前訪問指導の対象者となる患者様について医師より指示箋を記載して頂き進めて下さい。

・各治療プログラムの進行状況について担当者は計画的に進める事が出来るよう計画立案し、ガバナー登録し業務を進めるようお願いします。

・日精協の学術教育研修会の案内がきています。また、学術発表についてテーマと担当者の検討を進めていきます。

・Wiz bumon-homeの整理にあたり、紹介・逆紹介ホルダーをネットワーク→みんなの共有ホルダー→青南病院→看護課→看護課共有に移動しています。

＜患者様分析状況確認＞

・浅野　秀子様～生活能力はほとんど自立しています。自分の精神状態が不安定になった時にコントロールが出来ない、人間関係が上手く出来ない事が不安だと話しています。1人では生活できない理由として、今までの生活がマンネリ化していた事が良くなかったと自己評価出来ています。今後問題点として、精神状態が不安定になると感情のコントロールが出来なくなる、人間関係に問題がありそれがストレスとなりトラブルとなる事が考えられます。

・沢田　三朗様～生活能力はほとんど自立していますが、現在買物は院内の売店とし、洗濯代等のみ金銭自己管理となっています。行動範囲を広げる為に徐々に院外での買物が出来るよう援助していきます。盆・正月には外泊しており、外泊時は兄嫁様が世話等をしています。外泊時は特に問題ありませんが、将来の事が不安だと話しています。今後は将来の不安に対してどのように対応していくべきか検討していきます。

・伊藤　五十二様～生活能力はほとんど自立していますが、難聴の為疎通困難です。時折女性患者様に対しての色情行為ありますが、トラブルとなる事はありません。「焼物やえもの、農家の草取り等の仕事がしたい」という要望ありますが、定年年齢のため仕事はほとんどないという説明に対し納得されています。仕事をする為に何をしたらいいのか分からないため、理解出来るよう時間をかけ話し合うこととしています。

・小比類巻　昇様～生活能力はほとんど自立していますが、保清面、貴重品管理の面で介入要しています。昨年他患者様への暴力行為ありましたが現在は落ち着いています。「病気ではない、薬も飲まなくてもいい」と話され病識ほとんど無い事が問題となっています。疾病について理解出来るよう説明していくこととしています。

・三上　勇様～生活能力はほとんど自立しています。退院すれば通院しなくてもいいと考えており、病識がかけている事が問題となっています。今後疾病について理解出来るよう説明していくこととしています。

・坂本　秀男様～生活能力はほとんど自立しています。今後の不安について無いと答えているが、今だけの不安ではなく「これからどうしていきたいか」等に対しどうなのか再度分析していきます。


































